
　

宇
宙
太
陽
光
発
電
は
Ｓ
Ｐ
Ｓ（Solar Pow

er 
Satellite

）と
も
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｐ（Space Based Solar 

Pow
er

）と
も
呼
ば
れ
、
50
年
以
上
の
長
い
研
究
の

歴
史
が
あ
る
将
来
の
発
電
所
構
想
で
あ
る

（
注
１
）。
Ｓ
Ｐ
Ｓ

の
実
現
は
２
０
５
０
年
ご
ろ
を
目
指
し
て
い
る
。 

Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
太
陽
電
池
を
３
万
６
０
０
０
㎞
上
空
の
静

止
衛
星
軌
道
に
配
置
し
、
マ
イ
ク
ロ
波
と
い
う
電
波

で
地
上
ま
で
電
力
を
無
線
送
電
す
る
こ
と
に
よ
り
、

太
陽
光
発
電
を
昼
夜
、
天
候
に
関
係
な
く
安
定
的
に

行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
大
き
さ
数
㎞
程

度
、
重
量
１
万
ｔ
前
後
、
地
上
で
の
利
用
発
電
量 

１
０
０
万
kW
程
度
と
い
う
非
常
に
大
き
な
発
電
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
大
き
さ
か
ら
実
現
可
能

性
を
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
多
い
が
、
実
現
す
る
た
め

の
理
論
的
・
技
術
的
な
壁
は
な
く
、
発
電
シ
ス
テ
ム

と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
の

技
術
開
発
が
必
要
な
だ
け
で
あ
る
た
め
、
実
現
可
能

性
は
非
常
に
高
い
と
研
究
者
は
考
え
て
い
る
。

将
来
の
発
電
所
と
し
て
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ

　

Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
大
き
く
将
来
の
発
電
所
と
し
て
の
側
面

と
、
将
来
の
宇
宙
開
発
に
つ
な
が
る
宇
宙
技
術
と
し

て
の
側
面
が
あ
り
、
特
に
日
本
に
お
い
て
は
こ
の
Ｓ

Ｐ
Ｓ
の
両
面
性
が
政
策
的
に
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
。

将
来
の
発
電
所
と
し
て
は
前
述
の
よ
う
に
昼
夜
、
天

候
に
関
係
な
く
安
定
的
に
発
電
す
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
温
暖
化
ガ
ス
の
１
つ
で
あ
る 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
非
常
に
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
建
設
か
ら
廃
棄
ま
で
の
30

年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
評
価
す
る

と
、
設
備
稼
働
率
が
約
90
％
以
上
で
11
～
31g-CO

2 /
kW

h

と
な
り
、
設
備
稼
働
率
約
15
％
の
地
上
太
陽

光
発
電
の
53
～
76g-CO

2 /kW
h

よ
り
格
段
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る

（
注
２
）。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
そ
れ

は
原
子
力
発
電
の
設
備
稼
働
率
約
90
％
以
上
、

22g-CO
2 /kW

h

と
ほ
ぼ
同
等
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
政
策
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２

１
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
も
「
さ
ら
に
は
、
無
線
送
受
電
技
術
に

よ
り
宇
宙
空
間
か
ら
地
上
に
電
力
を
供
給
す
る
宇
宙

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）に
つ
い
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
の
位
置
付
け
、
経
済
合
理

性
、
他
産
業
へ
の
波
及
等
を
総
合
的
か
つ
不
断
に
評

価
し
つ
つ
、
地
上
実
証
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
宇
宙
実
証
フ

ェ
ー
ズ
へ
の
移
行
の
検
討
も
含
め
、
研
究
開
発
・
実

証
を
着
実
に
進
め
る
」と
記
載
さ
れ
て
い
る

（
注
３
）。Ｓ
Ｐ
Ｓ

は
第
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
か
ら
継
続
し
て
、

研
究
開
発
を
推
進
す
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
続
け
て
い

る
。
ま
た
経
済
産
業
省
は
２
０
０
９
年
か
ら
継
続
し

て
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
た
め
の
無
線
送
電
の
研
究
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
世
界
最
高
性
能
の
送
電
用
ア
ン
テ
ナ
の
開

発
や
飛
行
中
の
ド
ロ
ー
ン
へ
の
無
線
送
電
等
に
成
功

京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
生
存
圏
電
波
応
用
分
野
教
授

篠しのは
ら原
真なおき
毅

宇
宙
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
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特集 宇宙産業の発展に向けて

し
て
い
る

（
注
４
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
経
済
産
業
省
委

託
事
業
太
陽
光
発
電
無
線
送
受
電
技
術
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
、
筆
者
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

将
来
の
宇
宙
開
発
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｐ
Ｓ

　

一
方
、
将
来
の
宇
宙
開
発
に
つ
な
が
る
宇
宙
技
術

と
し
て
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は

巨
大
宇
宙
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
低
コ

ス
ト
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
往
還
機
技
術
、
宇
宙
構
造
物

建
設
技
術
等
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
研
究

推
進
が
、
ま
ず
は
宇
宙
観
光
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

将
来
は
火
星
移
住
や
宇
宙
コ
ロ
ニ
ー
の
実
現
ま
で
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
政
策
的

に
も
、
２
０
２
１
年
６
月
に
我
が
国
の
宇
宙
基
本
計

画
の
工
程
表
改
定
に
向
け
た
重
点
事
項
が
議
論
さ
れ
、

そ
の
中
に
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
災
害
対
策
に

貢
献
し
得
る
宇
宙
太
陽
光
発
電
の
実
用
化
に
向
け
て
、

宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
低
コ
ス
ト
化
等
を
含

め
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
無
線
送
電
等
の
幅
広

い
用
途
へ
の
活
用
が
期
待
で
き
る
技
術
に
つ
い
て
、

国
際
連
携
も
視
野
に
研
究
開
発
に
取
り
組
む
」
と
記

載
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
「
宇
宙

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）の
実
用
化
に
向

け
、
発
送
電
一
体
型
パ
ネ
ル
の
開
発
や
マ
イ
ク
ロ
波

無
線
送
受
電
技
術
に
関
わ
る
送
電
部
の
高
効
率
化
等

を
行
い
、
将
来
の
長
距
離
大
電
力
無
線
送
受
電
技
術

へ
の
進
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
抜
本
的
低
コ
ス
ト
化
等
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
全
体

を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
当
該
技
術
の
他
産
業
へ
の
ス
ピ
ン
オ
フ
を
目

指
し
、
国
際
連
携
も
視
野
に
研
究
開
発
に
取
り
組

む
」
と
も
記
載
さ
れ
、
今
後
我
が
国
は
Ｓ
Ｐ
Ｓ
研
究

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
宇
宙
政
策
に
明
記
さ
れ
た

（
注
５
）。

政
府
は
２
０
２
１
年
６
月
29
日
に
正
式
発
表
を
行
い

「
２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』
に
関
し
、

宇
宙
空
間
で
行
う
太
陽
光
発
電
の
実
用
化
を
進
め

る
」
と
し
た

（
注
６
）。
岸
田
文
雄
首
相
も
２
０
２
１
年
12
月

28
日
に
開
催
さ
れ
た
宇
宙
開
発
戦
略
本
部
会
合
に
て

「
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る

宇
宙
太
陽
光
発
電
な
ど
の
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
と
の
４
カ
国
で
、

宇
宙
分
野
に
お
い
て
協
力
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
発
言
し
て
い
る

（
注
７
）。

　

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
お
よ
び
宇
宙
戦
略
の
両
面
で
そ
の
推
進
を
期
待

さ
れ
て
い
る
一
方
、
ど
ち
ら
に
主
軸
を
置
い
て
研
究

開
発
を
す
べ
き
か
、
そ
の
都
度
意
見
が
異
な
り
、
立

ち
位
置
が
心
も
と
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
は

国
お
よ
び
民
間
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
で
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
実
現
に
向
け
て
研
究
活
動

を
行
い
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
先
に
は
筆
者
の
所
属

す
る
京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
が
掲
げ
る
「
宇
宙
開

放
系
ま
で
含
め
た
持
続
可
能
な
生
存
圏
の
実
現
」

（
図
表
）と
い
う
未
来
が
開
け
る
で
あ
ろ
う
。

図表　宇宙開放系まで含めた持続可能な生存圏のイメージ

（
注
１
）『
宇
宙
太
陽
発
電
』（
知
識
の
森
シ
リ
ー
ズ
） ISBN

978-4-274-
21233-8 

篠
原
真
毅
（
監
修
・
著
）、（
オ
ー
ム
社
、
２
０
１
２
年

7
月
）

（
注
２
）『
宇
宙
太
陽
発
電
衛
星
の
あ
る
地
球
と
未
来
』 ISBN

978-4-
7664-1571-1 

吉
岡
完
治
、
松
岡
秀
雄
、
早
見
均（
編
著
）（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
２
０
０
９
年
1
月
）

（
注
３
）『
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
』（
25
ペ
ー
ジ
）２
０
２
１
年
10

月
21
日

https://w
w

w
.m

eti.go.jp/press/2021/10/20211022005/ 
20211022005.htm

l

（
注
４
）『
宇
宙
太
陽
光
発
電
の
実
現
に
向
け
た
我
が
国
の
ビ
ー
ム
マ
イ

ク
ロ
波
送
電
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
電
子
情
報
通
信

学
会
論
文
誌
Ｃ V

ol.J105-C N
o.1, pp.11-18　

２
０
２
２
年

１
月
）

（
注
５
）宇
宙
政
策
委
員
会
第
93
回
・
基
本
政
策
部
会
第
20
回
合
同
会
合

議
事
次
第（
２
０
２
１
年
6
月
18
日
）

https://w
w

w
8.cao.go.jp/space/com

ittee/dai93/
gijisidai.htm

l

（
注
６
）〝
被
災
状
況
把
握
へ
衛
星
網
＝
宇
宙
太
陽
光
発
電
を
実
用
化
─

政
府
重
点
事
項
〟（
時
事
通
信
２
０
２
１
年
6
月
29
日
）

（
注
７
）首
相
官
邸
・
総
理
の
一
日
・
宇
宙
開
発
戦
略
本
部
（
２
０
２
１

年
12
月
28
日
）

https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/ 

202112/28space.htm
l
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